
市政を問う
◆二ノ宮健治 議員「由布市の安心安全対策について」等 ◆長谷川建策 議員「いじめ・不登校の実態」等
◆佐藤　郁夫 議員「ミニボートピア事業について」等 ◆渕野けさ子 議員「公共施設の老朽化対策は」等
◆鷲野　弘一 議員「液体塩化カルシウムの導入は」等 ◆溝口　泰章 議員「早急な土石流対策を」等
◆利光　直人 議員「シルバー人材センターの現状」等 ◆髙橋　義孝 議員「本庁舎構想について」
◆太田　正美 議員「集中豪雨被害について」等 ◆西郡　　均 議員「塚原水工場建設について」
◆小林華弥子 議員「オスプレイ飛行について」等
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CONTENTS 次回定例会は12月上旬を予定しています
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■平成23年度由布市一般会計及び特別会計の歳入歳出決算の認定

■平成23年度由布市水道事業会計収支決算の認定

■平成24年度由布市教育委員会の事務の管理及び執行状況に関する
点検・評価（23年度対象）報告について

■由布市みらいふるさと基金条例の運用状況に関する報告

■農業委員会委員の推薦

❖小林華弥子
❖那須　紀子
❖後藤　慶子
❖利光　末子

■由布市ひとり親家庭等医療費助成に関する条例の制定について

条 例 制 定

第3回定例会第3回定例会が開かれました
平成24年 〈2012年９月５日～９月21日〉

（審議内容についての詳細は委員会報告に掲載）

定認定認定

定定認定認定

可決可決

今 議 会 の 概 要



■平成23年度決算における健全化判断比率について
■平成23年度決算における資金不足比率について

23年度の繰越額の決定に伴うもの

■由布市防災会議条例の一部改正に
ついて

■由布市災害対策本部条例の一部改
正について

■東九州自動車道北九州～大分～宮
崎間の平成26年度までの全線開
通を求める意見書

■陸上自衛隊自衛官定数の増加を求
める意見書

補 正 予 算

条 例 改 正 議 員 発 議

■専決処分の承認を求めることについて「平成24年度由布市一般会計補正予算（第２号）」

■平成24年度湯布院中学校改築（建築主体）工事請負契約の締結について

■平成23年度挾間小学校耐震補強改修（建築主体）工事請負変更契約の締結について

第1回臨時会第1回臨時会が開かれましたが開かれました平成24年平成24年 〈2012年７月17日〉〈2012年７月17日〉

その他、
下記の議案が審議されました。

可決可決

可決可決可決可決

）」号）」承認承承認承認承認

てて可決可決

てて可決可決



  一般会計  　監査意見書の主な意見・指摘事項
■主な財政指標についてみると、財政力指数は48.5％で0.012
ポイント、経常収支比率は90.9％で4.4ポイント、どちらの
指標も前年度より悪化している。人件費、扶助費及び公債費
を合わせた歳出総額に占める義務的経費の割合が軒並み高
くなっている。扶助費は制度によるものであり、また人件費
についても人員削減や職員の給与カットによる施策が認め
られるが、指標の動向には常に注視し、柔軟性のある財政構
造の構築に向け、行財政改革を引き続き推進されたい。

平成23年度一般会計及び特別会計の歳入歳出決算

区　　分
歳　　入 歳　　出

【一般会計】
【特別会計】

国 民 健 康 保 険
老 人 保 健
介 護 保 険
簡 易 水 道 事 業
公共下水道事業
農業集落排水事業
健康温泉館事業
後期 高 齢 者 医 療

小　　計
【合　　計】

平成23年度水道事業会計収支決算

区　　分
歳　　入 歳　　出 有収率…72.7％

収益的収入及び支出
資本的収入及び支出

平成23年度  決算認定平成23年度  決算認定

由布市の１年間の決算額　254億2,600万円

※不足額の補填は、建設改良積立金、減債積立金、過年度損益勘定留保資金、消費税及び地方消費税資本的収支調整額で行なった。

住宅使用料の収納率は56.0％
収入未納額も6,973万１千円、

前年度よりさらに670万８千円
増加。強制執行に係る法的措置の
配意も必要



■市税の収納率は89.22％で、前年度より2.23ポイント上昇している。このうち現年課税分は97.07％と0.66
ポイント、滞納繰越分が 23.48％で前年度に比べて 0.51 ポイントそれぞれ上昇している。自主財源確保
のためにも今後引き続きの収納対策を要望する。

■一般会計からの繰入金については13億5,395万５千円で、前年度に比べて１億7,858万５千円増加した。
老人保健特別会計を除くすべての会計において繰入が行われ、基準外の繰入額が増加している。前年度の
意見書にも記載したが、一般会計からの繰入れ、特に基準外の繰入れは財政硬直化を招く一因でもあるこ
とから、歳出の抑制に努め、特別会計の独立性に留意した財政運営を引き続き要望する。

■市債の発行残額は185億3,546万１千円となっており、前年度に比べ３億7,308万６千円増加している。
合併特例債の起債も一因であるが、市債の発行残高が増加傾向にあり、将来の負担を考慮した運用に努め
られたい。

■保育料についても収入未納額は2,209万３千円と依然大きく、退所後の未納者における追跡、または抜本
的な収納方法の検討等その収納対策の強化を要望する。

■住宅新築資金等貸付償還金について、収入未済額が、２億 954 万７千円となっている。今後何らかの措
置を講じるよう引き続き要望する。

  特別会計  　監査意見書の主な意見・指摘事項

国民健康保険特別会計
■国民健康保険税の収納率は向上しており、今後も国保財政健全化及び公平の見地から引き続き積極的収
納率の向上に努められたい。

■支出総額が増加しているが、なかでも、療養給付費の増加額が非常に大きく、健診率向上の啓発等を実
施しているということであるので、引き続き給付削減の対策を講じるよう要望する。

介護保険特別会計・後期高齢者医療特別会計
■保険給付費や医療費の伸びに伴う連合会納付金の増加等が見込まれるため、適正な事業計画に努められ
たい。

簡易水道事業特別会計・農業集落排水事業特別会計
■独立採算を目指した適正な事業執行に努められたい。

健康温泉館事業特別会計
■利用者は増加しており全体としては、黒字の決算となったが、一般会計からの基準外の繰り入れに頼る
ものが大きく、今後適正な運用に努められたい。

老人保健特別会計
■平成20年度より施行された後期高齢者医療制度へ移行が完了し、本年度で特別会計を廃止した。

公共下水道事業特別会計
■歳入歳出ともに大きく増加した要因は、公共下水道事業中止による公債費の償還に係るものであり、23
年度をもって廃止となる。なお、計画予定地は都市公園を設置予定とのことであり、適正な執行を求める。

  水道会計  　監査意見書の主な意見・指摘事項
■給水原価（水を作る費用）が供給単価（水の売値）を大幅に上回っ
ており、年々その差は拡大し深刻な状況である。現状では、水
を供給すればするほど経営を悪化させている。今後、供給単価
と給水原価の均衡を保つ策を講ずることを要望する。

先に不安が残る水道会計
滞納者が多く、27％の漏水が…
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第２回定例会報告

【開 催 日】平成24年８月７日
【場　　所】大分県医師会館６階研修室
【議事日程】
第１． 新議員の議席の決定について
第２． 会期の決定について
第３． 議会運営委員会補欠委員及び議会運営委員の選任について
第４． 議案第９号　平成23年度大分県後期高齢者医療広域連合特別会計補正予算

（第４号）
 議案第10号　平成24年度大分県後期高齢者医療広域連合一般会計補正予算

（第１号）
 議案第11号　平成24年度大分県後期高齢者医療広域連合特別会計補正予算

（第１号）
 議案第12号　平成23年度大分県後期高齢者医療広域連合歳入歳出決算の認定
 　以上、４議案が一括上程され、賛成多数で可決。
第５． 一般質問（１名）

報告者　大分県後期高齢者医療広域連合議会議員　渕野けさ子

市政を問う

小林華弥子  議員

大分県後期高齢者医療広域連合議会
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上記により、市民と議員の意見交換会が行われた。議員の参加
は病欠１名であった。参加市民約80名であった。
次第にそって、各議員が役割を分担し、開会のあいさつの後、
主催者、議長あいさつ。続いて、資料説明により議会運営委員長
が報告、その後にテーマの提起を、活性化調査特別委員長と教育
民生常任委員長が行なった。その後、質疑・意見交換に入った。

質疑・意見交換

問 高齢者・介護は、市の政策が足りないから。介護保険に頼る前に取り組みを考えたら。こういう人の為の
働く場もつくって欲しい。

答 由布市の介護の一号認定者 9971 人です。要支援～要介護までが 22.5％、５人に１人です。これをどう
減らすかが課題。
健康立市において、生きがいのある健康を保つ施策を。

問 介護より大事なのは、介護予防である。討論の場や、あたまの体操等、ボケ防止の機会を増やして。
答 利用率は高いが、軽度者が多い。重度化させないため、悪くない。
問 健康温泉館の今後の運用は。
答 考え方はさまざまだが、市民全体の理解度は難しい。赤字でも必要性を。
介護寿命を縮めるための施設として、活用を図る。

問 土石流災害は４年前もあった。市は、避難計画くらいは作るべきと思うが、どうか。
答 議会として、執行部にしっかり追求していく。
問 もっと参加者を集めるべき。
答 市報や自治区回覧等で呼びかけをしている。今後も方法を検討する。
問 独居老人が増えるなか、隣が遠い、少ない。自治区旗も見えない。通報システムが欲しい。
答 緊急通報システムは、市で導入している。ぜひ、申請を。

この後も質疑が続いた。
20時に司会よりまとめが
あり、副議長が閉会あいさ
つをし、終了となった。

７月10日 議会運営委員会

７月17日 平成24年第１回臨時会
７月30日 教育民生常任委員会

 市民と議員との意見交換会（開催地：湯布院）
８月３日 総務常任委員会

８月22日 産業建設常任委員会

８月29日 議会運営委員会

９月５日 議会運営委員会

 平成24年第３回定例会（～９月21日）
９月21日 議会運営委員会

由布市議会未来プロジェクト2012

市民と議員の意見交換会 《その２》
【日　時】　平成24年７月30日　　　　　【会　場】　湯布院福祉センター
【テーマ】　由布市の高齢者福祉と介護問題について

【日　時】平成24年11月5日㈪   18:30
【会　場】はさま未来館
【テーマ】地域活性化について

次回開催の
お知らせ

議会のうごき
皆様の多くのご参加をお待ちしています。
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■９月議会で上程された請願・陳情の結果

区　分 件　　　　名 代 表 提 出 者 結　果

請　願

請　願
（継続審査分）

陳　情
（継続審査分）

発　議

今回の議会だよりでは、文字を大きくするなど、読みやすくなるように工夫をしました。
市民のみなさんに、議会だよりをより身近に感じて頂けるよう、今後とも議会広報編集特別委員会
は、読者の気持ちになって編集に取り組みます。市民のみなさまのご意見をお待ちしております。

ひとこと


